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ま え が き

　宇宙進化研究センターの年次報告第 5 号（2012 年度）をお届けする運びとなりました。
本センターは平成 19 年 11 月 1 日発足なので、5 年の歳月が経過したことになります。こ
の 5 年の歳月は、我々にとって非常に重要な一区切りの期間です。なぜなら、愛媛大学
の先端研究センターは 10 年を目処に見直しが入るので、早くもその半分の道のりを歩ん
だことになるからです。この 5 年間、愛媛大学の先端研究センターとしてふさわしい先
端研究の推進ができたか？今後の 5 年間、今まで以上に先端研究を推進していくことが
できるか？さらに 10 年を越えて、宇宙物理学の重要な研究拠点として発展させていくこ
とができるか？宇宙進化研究センターのセンター長として、私は常日頃からこれらの問題
と向き合っています。
　本センターは 3 部門、7 名のスタッフ（専任 4 名と理工学研究科との兼任 3 名）で構成
されていましたが、2013 年 3 月に宇宙プラズマ環境研究部門の鵜飼正行教授が定年で退
職いたしました。鵜飼氏は磁気リコネクションの分野の大家であり、退職後も是非とも後
進の方々の指導にご尽力頂ければ幸いと願っている次第です。また、鵜飼氏の退職後、学
長裁量ポストで新たな教授人事を進めることができる運びとなりました。柳澤康信学長を
始め、本学の温かいご支援に深く感謝している次第です。
　本センターは全国的に見れば宇宙関係では小規模な研究所です。しかしながら、「全国
大学ランキング」（朝日新聞出版）の発表によると、宇宙科学部門における論文引用率（ト
ムソン・ロイター社の調査）では愛媛大学が平成 22 年から 24 年の 3 年間に渡り、全国
第一位にランキングされています。所員の方々の努力の成果ですが、愛媛大学における先
端研究センターの一翼を担うべく、今後も皆で努力を傾注し、インパクトの高い研究成果
を出していく所存です。
　教育面では、平成 21 年度から理学部物理学科に設置された宇宙物理学コース（天文学
科に相当し、定員は 1 学年あたり 12 名）と、平成 22 年度から始まった鹿児島大学理工
学研究科の宇宙物理学部門（スタッフ 9 名）との連携事業が効果を挙げつつあり、質の
高い天文学・宇宙物理学の教育ができるようになりました。また、平成 25 年度から、大
学院博士後期課程に先端科学特別コースが設置され、宇宙部門も地球科学部門と一緒にこ
のコースに参加しています。学部から大学院全体に渡り、宇宙部門の教育体制が整いつつ
あることも特筆に値する事項だと考えています。
　宇宙進化研究センターにとって、いよいよ後半の 5 年間を迎えることになりますが、セ
ンターのアクティビティをさらに発展させていけるよう、所員一丸をなって頑張っていく
所存です。今後とも皆様のご支援を賜りますよう宜しくお願いいたします。

　　　平成 25 年 6 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　　谷口　義明
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　１．総 説

１．１組織
　　　
　　センター長　　：　谷口　義明

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　　　教授　　　　　：　谷口　義明
　　　助教（兼任）　  ：　鍛冶澤　賢
　　　特定研究員　　：　松林　和也（平成 �4 年 9 月より京都大学理学研究科へ転出）
　　　特定研究員　　：　小林　正和
　　　技術補佐員　　：　塩谷　泰広

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　　　教授（兼任）　  ：　粟木　久光
　　　准教授（兼任）  ：　寺島　雄一（平成 �4 年 7 月より教授）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　　　教授　　　　　：　鵜飼　正行（平成 �5 年 � 月末で退職）
　　　准教授　　　　：　清水　徹
　　　助教　　　　　：　近藤　光志

■ 客員研究員 ■
　　　村山　卓　　（東北大学大学院理学研究科　准教授）
　　　和田　桂一　（鹿児島大学大学院理工学研究科　教授）
　　　岩澤　一司　（Institucio Catalana de Recerca i Estudis Avançats Research Professor）
　　　長尾　透　　（京都大学白眉センター　特定准教授）
　　　藤田　裕　　（大阪大学大学院理学研究科　准教授）

■ 研究員 ■
　　　黄木　景二　（愛媛大学大学院理工学研究科　教授）

■ 研究支援部研究支援課研究支援チーム ■ 
　　　課長　　　　　：　山田　博彦
　　　副課長　　　　：　城戸　兼洋
　　　チームリーダー：　矢野　和恵
　　　事務補佐員　　：　森　智美
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１．２　各部門の概要

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　宇宙に約 1000 億個もある銀河は、宇宙の大規模構造と呼ばれるフィラメント上の模様を作
り、100 億年以上に及び時間をかけて進化してきています。これら銀河や宇宙の大規模構造は、
未知の暗黒物質に操られて進化してきたことが分かってきました。本研究部門では，銀河、暗
黒物質、宇宙大規模構造の形成と進化を体系的に理解することを目的とし、研究を進めていま
す。

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　宇宙にある銀河の大部分の中心部に巨大なブラックホールが存在していると考えられてお
り、そのような巨大ブラックホールは宇宙が始まって 10 億年後には既に存在していたことが
わかっています。本研究部門では、巨大ブラックホールが宇宙の中でいつどのように形成され、
現在観測されているような姿に進化してきたのかを理解することを目的とし、研究を進めてい
ます。

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　地球を取り巻く宇宙空間では、太陽フレアや地球磁気圏オーロラサブストームなどの爆発現
象が古くから知られており、その物理機構を解明することが宇宙プラズマ研究の最大の課題と
なってきました。近年の衛星観測から、いわゆる磁気リコネクションという素過程が基本的に
重要であることが分かっています。私たちは独自の理論を提唱し、フレアの物理機構を解明す
るとともに、計算機シミュレーションによって複雑なフレア現象の観測結果を説明することを
めざしています。　
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　２．研究者要覧

　　　　　　　　　　　　　　　■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明　Yoshiaki TANIGUCHI
[ 職名 ] 教授　宇宙進化研究センター長
[ 電話 ] 089-927-9579　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1983 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1984 年 10 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 宇宙物理学
[ 主な研究テーマ ] 銀河、巨大ブラックホール、宇宙大規模構造、暗
黒物質
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005

年 3 月）
第 15 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、
2011 年 3 月）

鍛冶澤　賢　Masaru KAJISAWA
[ 職名 ] 助教　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9602　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 遠方銀河の観測による銀河の形成・進化

松林　和也　Kazuya MATSUBAYASHI
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2011 年 3 月京都大学大学院理学研究科物理学・宇宙物理学専
攻博士課程 ( 後期課程 ) 修了
[ 学位 ] 2011 年 3 月 博士 ( 理学 )
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河物理学、観測装置開発
[ 主な研究テーマ ] 近傍銀河の進化に関する観測的研究、銀河観測の
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ための観測装置開発

小林　正和　Masakazu KOBAYASHI
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2008 年 3 月 京都大学大学院理学研究科物理学・宇宙物理学
専攻博士課程（後期課程）修了
[ 学位 ] 2008 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 宇宙物理学
[ 主な研究テーマ ] 遠方銀河の形成史解明と宇宙再電離に関する理論
的研究

塩谷　泰広　Yasuhiro SHIOYA
[ 職名 ] 技術補佐員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1995 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1995 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 銀河における星生成とそれに付随する銀河の進化
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005

年 3 月）
第 15 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、
2011 年 3 月）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光　Hisamitsu AWAKI
[ 職名 ] 教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9582　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1991 年 2 月 名古屋大学大学院理学研究科宇宙理学専攻博士
課程（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1991 年 2 月 理学博士
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、American Astrono-
mical Society、日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、活動銀河、　X 線望遠鏡
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寺島　雄一　Yuichi TERASHIMA
[ 職名 ] 准教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9603　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1998 年 3 月 名古屋大学大学院理学研究科素粒子宇宙物理学
専攻博士課程（後期課程）修了
[ 学位 ] 1998 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union、American Astrono-
mical Society、日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、降着円盤、銀河・銀河団などの
観測的研究

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行　Masayuki UGAI
[ 職名 ] 教授
[ 電話 ] 089-927-9965　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1973 年 3 月　京都大学大学院電子工学研究科修了
[ 学位 ] 1980 年　博士（工学）
[ 所属学会 ] 日本地球電磁気・地球惑星圏学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] プラズマ物理
[ 主な研究テーマ ] 磁気リコネクション理論、フレア理論、プラズマ
非線形現象

清水　徹　　Tohru SHIMIZU
[ 職名 ] 准教授 
[ 電話 ] 089-927-9969　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1986 年 3 月 東北大学大学院工学研究科修士課程（前期課程）
修了　
[ 学位 ] 1996 年 10 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union、日本地球電磁気・地球惑
星圏学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] 太陽系プラズマ
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合過程、磁気流体力学、非線形力学
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近藤　光志　Koji KONDOH
[ 職名 ] 助教
[ 電話 ] 089-927-8527　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1997 年 3 月 愛媛大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程

（前期課程）修了
[ 学位 ] 2007 年 9 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union、日本地球電磁気・地球惑
星圏学会
[ 専門分野 ] 宇宙プラズマ物理学
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合に関連した地球磁気圏嵐、太陽フレア
現象などの数値的・観測的研究
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　３．研究成果
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中広祐也・谷口義明・井上昭雄・塩谷泰広・鍛冶澤賢・小林正和・田中彩果・濱田勝彦・松田有一・
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粟木久光・黄木景二・國枝秀世・松本浩典・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・幅 良統・石橋和紀・
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滝澤峻也・島崎郁弥・岩瀬敏博・幅 良統・松本浩典・國枝秀世・山下広順・森 英之・林多佳由・
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山内茂雄・岡島 祟・Peter J. Serlemitsos・Yang Soong,「ASTRO-H 搭載 X 線望遠鏡開発の現状」, 
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土居明広・秦 和弘・中西康一郎・河野孝太郎・寺島雄一・川口俊宏・秋山和徳・澤田 - 佐藤
聡子・尾崎忍夫 ,「ALMA cycle-0 で捉えたソンブレロ銀河 (M104) の超巨大質量ブラックホー
ル周辺 10 シュバルツシルト半径付近からの電波放射」, 日本天文学会 2013 年春季年会 , 埼玉
大学（2013 年 3 月）

川室太希・上田佳宏・田崎文得・寺島雄一・Richard Mushotzky ,「『すざく』による低光度
活動銀河核 NGC1566・NGC4941 の観測」, 日本天文学会 2013 年春季年会 , 埼玉大学（2013
年 3 月）

粟木久光・黄木景二・國枝秀世・松本浩典・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・幅 良統・石橋和紀・
田原 譲・杉田聡司・田村啓輔・岡島 崇・石田 学・前田良知・難波義治・山内茂雄・上杉健太朗・
鈴木芳生・伊藤真之・高坂達郎・他 ASTRO-H/XRTチーム ,「ASTRO-H搭載 硬X線望遠鏡 (HXT)
の開発の現状 V」, 日本天文学会 2013 年春季年会 , 埼玉大学（2013 年 3 月）

滝澤峻也・出本忠嗣・國枝秀世・田原 譲・松本浩典・宮澤拓也・幅 良統・田村啓輔・古澤彰浩・
杉田聡司・山下広順・石田直樹・鈴木章夫・山本善博・古田浩幸・森 英之・前田良知・石田 学・
林多佳由・粟木久光・飯塚 亮・上杉健太朗・鈴木芳生・岡島 祟・他 ASTRO-H/XRT チーム ,

「ASTRO-H 搭載 硬 X 線望遠鏡 (HXT) の環境試験前後での性能評価」, 日本天文学会 2013 年
春季年会 , 埼玉大学（2013 年 3 月）

松本浩典・國枝秀世・粟木久光・石田 学・Serlemitsos, P.・岡島 崇・飯塚 亮・石橋和紀・黄
木景二・高坂達郎・杉田聡司・田村啓輔・田原 譲・長野方星・難波義治・幅 良統・古澤彰浩・
前田良知・宮澤拓也・森 英之・山内茂雄・他「ASTRO-H」HXT チーム ,「ASTRO-H 衛星搭
載用 X 線望遠鏡 (HXT,SXT) の開発」, 日本物理学会第 68 回年次大会 , 広島大学（2013 年 3 月）
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹 ,「三次元高速磁気再結合過程における磁気中性線形成」, 地球惑星科学連合大会 2011, 
幕張メッセ国際会議場（2012 年 5 月）

近藤光志 ,「地球磁気圏近尾部領域における BBF のリバウンドとプラズマ渦」, 地球惑星科学
連合大会 2011, 幕張メッセ国際会議場（2012 年 5 月）

洲濱裕也・近藤光志 ,「地球磁気圏近尾部領域で観測される尾部方向プラズマ流」, 地球惑星
科学連合大会 2011, 幕張メッセ国際会議場（2012 年 5 月）

Ugai, M., “Substorm onset by fast reconnection evolution” , 11th INTERNATIONAL 
CONFERENCE ON SUBSTORMS, Luneburg, Germany（2012 年 9 月）

Kondoh, K., Ugai, M., & Shimizu, T., “Three-dimensional structure of the magnetic 
field around the high-pressure plasma propagating in the plasma sheet” , 11th 
INTERNATIONAL CONFERENCE ON SUBSTORMS, Luneburg, Germany（2012 年 9 月）

近藤光志 , “3D structure of the magnetic field around the earthward and tailward propagating 
high-pressure plasma in the plasma sheet” , 地球電磁気・地球惑星圏学会 2012 年秋学会 , 札
幌コンベンションセンター（2012 年 10 月）

中野裕文・谷本 洋・近藤光志 ,「太陽コロナ磁場の外挿計算と太陽フレアによる磁気エネルギー
解放」, 地球電磁気・地球惑星圏学会 2012 年秋学会 , 札幌コンベンションセンター（2012 年
10 月）

Shimizu, T., “Three-dimensional instability of two-dimensional fast magnetic reconnection 
in comparison with Petschek and Sweet-Parker models” , American Geophysical Union 
Fall Meeting 2012, San Francisco（2012 年 12 月）

Kondoh, K. & Ugai, M., “Relationship between the rebound of the earthward bursty 
bulk flow and the vortical plasma motion in the near-Earth plasma sheet” , American 
Geophysical Union Fall Meeting 2012, San Francisco（2012 年 12 月）

清水 徹 ,「二次元高速磁気再結合過程の三次元不安定性と地球磁気圏への応用へ向けて」, 
KDK シンポジウム , 京都大学（2013 年 3 月）

近藤光志 ,「地球磁気圏近尾部におけるプラズマ流の数値計算と衛星観測」, KDK シンポジウム , 
京都大学（2013 年 3 月）
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中野裕文・近藤光志 ,「太陽コロナ磁場の外挿計算を用いた活動領域 AR11263 における磁気
リコネクション」, KDK シンポジウム , 京都大学（2013 年 3 月）

近藤光志 ,「サブストームカレントウェッジとプラズマ渦の磁気流体シミュレーション」,「STE
シミュレーション研究会」および「STP シミュレーション・モデリング技法勉強会」, 名古屋
大学（2013 年 3 月）

３．４　招待講演・学会特別講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Taniguchi, Y., “An Evolutionary Unified Model for Triggering AGNs: The Role of Galaxy 
Mergers” , “Interacting Galaxies and Binary Quasars: A Cosmic Rendezvous” , Trieste, 
Italy（2012 年 4 月）

谷口義明 ,「巨大ブラックホールと銀河の共進化の諸問題」, 銀河中心超巨大ブラックホール
の起源 , 筑波大学（2012 年 7 月）

谷口義明 , “The Cosmic Evolution Survey – From COSMOS to ULTRAVISTA” , すばる HSC
サーベイによるサイエンス , 国立天文台三鷹（2012 年 9 月）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

寺島雄一 ,「AGN の高速アウトフロー」, 松山ブラックホールワークショップ 2012 －
ASTRO-H 衛星で目指すブラックホール研究の新展開－ , 愛媛大学（2012 年 6 月）

粟木久光 ,「X 線スペクトルから探る Compton Thick AGN の構造」, 松山ブラックホールワー
クショップ 2012 － ASTRO-H 衛星で目指すブラックホール研究の新展開－ , 愛媛大学（2012
年 6 月）

寺島雄一 ,「AGN アウトフローの X 線観測」, 銀河中心超巨大ブラックホールの起源 , 筑波大
学（2012 年 7 月）

寺島雄一 ,「AGN 観測」, 理論懇シンポジウム「計算宇宙物理の新展開」, つくば市（2012 年 12 月）
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼正行 ,「自発的高速磁気再結合モデル」, 名古屋大学太陽地球環境研究所 / 自然科学研究機
構研究集会「磁気リコネクション研究の現状と展望 II」, 愛媛大学（2013 年 2 月）

清水 徹 ,「1 次元電流層における 3 次元高速磁気再結合過程－地球磁気圏尾部への応用へ向け
て－」, 名古屋大学太陽地球環境研究所 / 自然科学研究機構研究集会「磁気リコネクション研
究の現状と展望 II」, 愛媛大学（2013 年 2 月）

近藤光志 ,「地球磁気圏近尾部領域における磁気リコネクションアウトフロー」, 名古屋大学太
陽地球環境研究所 / 自然科学研究機構研究集会「磁気リコネクション研究の現状と展望 II」, 
愛媛大学（2013 年 2 月）
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　４．社会的活動

４．１　学協会委員など

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1）　日本天文学会評議員

鍛冶澤　賢
1）　UH88 日本人枠 Time Allocation Committee

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
1）　京都大学生存圏研究所電波科学計算機実験共同利用専門委員（2012）

４．２　講演会・研究会・他大学での講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口義明 ,「宇宙の謎」, 松山市コミュニティセンター（2012 年 4 月）

谷口義明 ,「宇宙の謎」, 今治市商工会議所会館（2012 年 5 月）

谷口義明 , “Toward a unified model for triggering active galactic nuclei” , 北海道大学大学
院理学研究科宇宙物理学教室（2012 年 6 月）

谷口義明 ,「宇宙物理学」, 静岡県立大学（2012 年 8 月）
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谷口義明 ,「不思議な宇宙」, 松前町エミフル MASAKI（2012 年 9 月）

松林和也 ,「宇宙物理学者の研究生活」, 同志社大学商学部 新入生向けセミナー（2012 年 6 月）

谷口義明 ,「進化する宇宙の謎」, 愛媛県生涯学習センター（2012 年 10 月）

谷口義明 , 環境科学講座 , 愛媛大学附属高校（2012 年 11 月）

谷口義明 ,「宇宙への招待」, 愛媛県技術士会 , 松山市（2012 年 11 月）

小林正和 , “Revisiting the Cosmic Star Formation History: Caution to the Uncertainties in 
Dust Correction and Star Formation Rate Conversion” , 名古屋大学大学院理学研究科 素粒
子宇宙物理学専攻（2012 年 11 月）

谷口義明 ,「不思議な宇宙」, 愛媛大学学術フォーラム , 愛媛大学（2013 年 1 月）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

寺島雄一 ,「宇宙への招待」, 全国同時七夕講演会 , 愛媛大学（2012 年 7 月）

寺島雄一 ,「物理学最前線 IV」, 平成 24 年度愛媛大学免許状更新講習 , 愛媛大学（2012 年 7 月）

粟木久光 ,「X 線で見た宇宙」，徳島科学史研究会日本科学史四国支部合同例会 , 愛媛大学（2012
年 8 月）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹 ,「産業社会と人間、宇宙天気予報」, 愛媛大学附属高校（2012 年 6 月）

４．３　宇宙進化研究センター談話会

1）　第 41 回　須藤 靖（東京大学大学院理学系研究科）,「ペイル・ブルー・ドットの色を解
読する」, 2012 年 8 月 8 日
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2) 第 42 回　古屋 玲（徳島大学全学共通教育センター）, 「低質量星形成の最初期段階から
探る形成の初期条件」, 2012 年 9 月 11 日

3) 第 43 回　岩澤一司（Institucio Catalana de Recerca i Estudis Avançats）,「XMM-Newton 
による Chandra Deep Field South 領域の X 線ディープサーベイ」, 2012 年 10 月 16 日

4) 第 44 回　前林隆之（東北大学大学院理学研究科）, “Low-luminosity AGN/AGN-like 
Activity in Early-type Galaxies; from GALEX View” , 2012 年 10 月 30 日

5) 第 45 回　本間英智（東北大学大学院理学研究科）,「モデルが与える矮小銀河の化学進
化の制限について」, 2012 年 10 月 30 日

6) 第 46 回　井上昭雄（大阪産業大学教養部）,「電離光子放射銀河の発見とその性質につ
いて」, 2012 年 11 月 1 日

7) 第 47 回　小林正和（愛媛大学宇宙進化研究センター）,「宇宙の星形成史におけるダス
ト減光量補正の妥当性検証」, 2012 年 12 月 13 日

8) 第 48 回　銭谷誠司（国立天文台理論研究部）,「相対論磁気リコネクションの流体・磁
気シミュレーション研究」, 2013 年 2 月 5 日

４．４　講演会・研究会など（センター主催・共催・協力など）

1）　松山ブラックホールワークショップ 2012
期日　　　：2012 年 6 月 20 日～ 23 日
会場　　　：愛媛大学総合研究棟Ⅰ 6 階会議室
主催者　　：寺島雄一，粟木久光（世話人）
発表件数　：28 件
参加人数　：35 名

2)　全国同時七夕講演会「宇宙への招待」
期日　　　：2012 年 7 月 8 日
会場　　　：愛媛大学メディアホール
主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
演題・講師：「宇宙への招待」愛媛大学宇宙進化研究センター教授　寺島雄一
参加人数　：約 200 人

3)　愛媛大学宇宙進化研究センター講演会「宇宙の中の地球」
期日　　　：2013 年 1 月 26 日
会場　　　：愛媛大学南加記念ホール
主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
演題・講師：「宇宙の中の地球」国立天文台理論研究部教授　小久保英一郎
参加人数　：約 160 人
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4)　名古屋大学太陽地球環境研究所 / 自然科学研究機構研究集会「磁気リコネクション研究の
現状と展望 II」
期日　　：2013 年 2 月 3 日～ 5 日
会場　　：愛媛大学理学部
主催者　：清水徹，近藤光志（世話人）
発表件数：20 件
参加人数：28 人
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　５．国際的活動

５．１　国際共同研究

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1) 2007 年～　ハッブル宇宙望遠鏡トレジャリープログラム “The Cosmic Evolution survey 

(COSMOS) ”
2) 2009 年～　Ultra VISTA（ESO ･ VISTA 望遠鏡による深宇宙探査）

鍛冶澤　賢
1) 2009 年～「Extended Groth Strip 領域における多波長サーベイ観測による銀河進化につ

いての研究」, マドリード・コンプルテンセ大学など

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1) 2008 年～　国際 X 線天文衛星 ASTRO-H プロジェクトメンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッ

パ宇宙機関など

寺島　雄一
1) 2007 年～「硬 X 線で選択された活動銀河のすざく衛星による追観測」, メリーランド大
2) 2008 年～　国際 X 線天文衛星 ASTRO-H プロジェクトメンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッ

パ宇宙機関など
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５．２　海外出張（海外調査・国際学会など）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1)　2012.4.1 ～ 2012.4.7, 研究成果発表 , イタリア
2)　2012.6.17 ～ 2013.6.27, 国際共同研究 , アメリカ合衆国

鍛冶澤　賢
1)　2012.6.24 ～ 2012.7.1, 研究成果発表 , フランス

松林　和也
1)　2012.6.17 ～ 2013.6.27, 国際共同研究 , アメリカ合衆国

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
�)　�0��.7.� ～ �0��.7.7, 研究成果発表 , オランダ

寺島　雄一
1)　2012.9.16 ～ 2012.9.23, 研究成果発表 , ギリシャ

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
1)　2012.8.31 ～ 2012.9.11, 研究成果発表 , ドイツ

清水　徹
1)　2012.12.2 ～ 2012.12.10, 研究成果発表 , アメリカ合衆国

近藤　光志
1)　2012.8.30 ～ 2012.9.9, 研究成果発表 , ドイツ
2)　2012.12.3 ～ 2012.12.8, 研究成果発表 , アメリカ合衆国
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　６．学際的活動・共同研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
宇宙科学研究所プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-EII, ASTRO-H）
2012 年度　JAXA 施設等利用共同研究（宇宙放射線）
2012 年度　JAXA　素材開発共同研究
2012 年度　名古屋大学、三菱重工業株式会社航空宇宙事業本部　素材開発共同研究

寺島　雄一
宇宙科学研究所プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-EII, ASTRO-H）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2012 年度　名古屋大学 STE 研究所　計算機利用共同研究
2012 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究

清水　徹
2012 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究

近藤　光志
2012 年度　名古屋大学 STE 研究所　計算機利用共同研究
2012 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究
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　７．研究助成費

７．１　科学研究費補助金  （金額の単位：万円）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
2012　基盤研究 (A)　23244031　ウルトラ・ビスタによる初代銀河と宇宙再電離の観測的研

究　790

鍛冶澤　賢
2012　若手研究 (B)　23740152　銀河進化の激動期における銀河の星質量成長過程の解明 80

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2012　基盤研究 (A)　21244017  硬 X 線観測による Compton Thick 活動銀河核の解明　490

寺島　雄一
2012　基盤研究 (A)　21244017（分担）硬 X 線観測による Compton Thick 活動銀河核の解

明　50

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2012　基盤研究 (B)　21340142  高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フレア現象

への応用　270

清水　徹
2012　基盤研究 (B)　21340142（分担）高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フ

レア現象への応用　30
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近藤　光志
2012　基盤研究 (B)　21340142（分担）高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フ

レア現象への応用　30

７．２　その他の助成費  （金額の単位：万円）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2012　理工学研究科共同研究支援経費「薄物ＣＦＲＰの高精度成形技術の確立」80
2012　JST 研究成果展開事業（先端計測分析技術・機器開発プログラム）「CFRP を用いた超

軽量精密光学素子の開発」1,640

寺島　雄一
2012　学会・シンポジウム・セミナー等支援経費　24

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2012　三菱財団　爆発的高速磁気リコネクション機構の研究と宇宙プラズマフレア現象の解

明　137

近藤　光志
2012　名古屋大学 STE 研究所研究集会課題「磁気リコネクション研究の現状と展望 II」　34
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　８．教育活動

８．１　卒業論文・修士論文・博士論文題目

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

[ 大学院博士後期課程 ]
松岡　健太：Cosmic Evolution traced by Metals in Active Galactic Nuclei

[ 大学院博士前期課程 ]
落合未奈美：赤方偏移 z<1 におけるバースト的な星生成史をもつ銀河についての研究
堀　貴明　：高赤方偏移クェーサー探査による巨大ブラックホール進化の研究：クェーサース

ペクトルの光度依存性の影響の検討
渡辺　広翔：Maffei 2 における銀河中心の分子ガスの物理的特性と棒状構造との関係

[ 学部 ]
田中　彩果：不規則銀河の分類について
中広　祐也：遠方の星生成銀河で初めて発見された重力レンズ効果
濱田　勝彦：COSMOS 領域における z~3 クェーサーに関する研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
中出　章太：円筒ガラス管研磨システムの開発

[ 学部 ]
今村　有人：セイファート銀河 Fairall 9 の X 線スペクトルに見られる鉄輝線の起源の研究
岡山美帆子：硬 X 線望遠鏡用ガラスマンドレルの効率の良い研磨条件の研究
馬場﨑康敬：X 線と可視光を用いた XMM-LSS 領域内のクェーサー候補天体の選出
日野出悦三郎：X 線マイクロカロリメータ検出器で観測される活動銀河の吸収線スペクトルの

シミュレーション
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
今村　薫　：自発的三次元磁気再結合過程の流入領域の特徴
大平　麻衣：地球磁気圏尾部領域で発生するプラズマ渦のシミュレーションと衛星観測
洲濱　裕也：地球磁気圏近尾部領域のバウンス運動のシミュレーションと衛星観測
谷本　洋　：太陽活動領域 AR11263 の変動と磁気再結合によるエネルギー解放

[ 学部 ]
千葉　純也：二次元高速磁気再結合過程の電気抵抗依存性
鳥井　博行：三次元高速磁気再結合過程の電気抵抗依存性
富永　真人：三次元高速磁気再結合における磁気中性線の振る舞い
繁田　竣　：地球磁気圏近尾部領域における地球・反地球方向伝搬中の高圧プラズマ周辺の磁

場構造
佐々木勇哉：地球磁気圏近尾部領域における高速プラズマ流東西方向成分の観測位置依存性
中野　裕文：太陽活動領域 AR11263 における三次元磁場の再構成

８．２　講義・集中講義

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
2012 年度
　前期　力学 II　愛媛大学理学部
　前期　力学演習 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　基礎物理学特論 IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　通年　数理物質科学特別研究　愛媛大学大学院理工学研究科
　通年　数理物質科学特別演習　愛媛大学大学院理工学研究科
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鍛冶澤　賢
2012 年度
　前期　物理学実験　愛媛大学理学部
　前期　基礎物理学実験　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学セミナー I　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学実習　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 I　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2012 年度
　前期　新入生セミナー　愛媛大学共通教育
　前期　物理学序論　愛媛大学理学部
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学セミナー III　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理実験学　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　力学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　基礎物理科学特論 III　愛媛大学大学院理工学研究科

寺島　雄一
2012 年度
　前期　天文学　愛媛大学理学部
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　高エネルギー天文学　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
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　後期　宇宙物理学セミナー IV　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　基礎物理科学特論 VI　愛媛大学大学院理工学研究科
　通年　数理物質科学特別研究　愛媛大学大学院理工学研究科
　通年　数理物質科学特別演習　愛媛大学大学院理工学研究科

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼  正行
2012 年度
　前期　基礎電磁気学　愛媛大学共通教育
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　電磁気学 III　愛媛大学理学部
　後期　物理学 I　愛媛大学共通教育
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　シミュレーション科学　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物性科学特論 VI　愛媛大学大学院理工学研究科

清水　徹
2012 年度
　前期　物理学　愛媛大学共通教育
　前期　基礎電磁気学　愛媛大学共通教育
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　電磁気学演習 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　宇宙プラズマ物理学　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物性科学特論 VII　愛媛大学大学院理工学研究科
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近藤　光志
2012 年度
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学セミナー II　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学実習　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 I　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
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　９．広報

９．１　宇宙進化研究センターニュース

宇宙進化研究センターニュース　No.10
目次
　　センター長あいさつ
　　新メンバー紹介
　　国際会議報告
　　大学院生の活動状況
　　ニュース

大学ランキング
すばる望遠鏡、補償光学を用いた可視光観測に成功
記者会見「育ち盛りの巨大ブラックホール - 新手法で続々発見」
すばる望遠鏡、ウルトラ赤外線銀河の謎を解明－かすかな星の分布の様子が多重合体
の証拠となった－
宇宙を学べる大学合同進学説明会
松山ブラックホールワークショップ �0�� を開催
全国同時七夕講演会
宇宙物理学コース東広島天文台観測実習
谷口センター長が「サイエンス ZERO」に出演

　　センター談話会
　　学会等発表

宇宙進化研究センターニュース　No.11
目次
　　センター長あいさつ
　　退職者
　　新メンバー紹介
　　国際会議報告
　　大学院生の活動状況
　　ニュース

すばる望遠鏡、M�� の銀河風が４万光年先のガスと衝突中であることを突きとめる
宇宙進化研究センター講演会「宇宙の中の地球」を開催
名古屋大学太陽地球環境研究所 / 自然科学研究機構研究集会を開催
日本天文学会・宇宙を学べる大学合同進学説明会



― �7 ―

宇宙物理学コース花山天文台観測実習
記者会見「�00 億光年彼方の宇宙にある『勾玉』銀河の正体は？」

　　センター談話会
　　学位論文
　　学会等発表

９．２　報道関係

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1)　「天文学者の日々」第 83 回～第 104 回 , 毎日新聞愛媛版 隔週連載（2012 年 4 月～ 2013

年 3 月）
2)　「ウルトラ赤外線銀河･アープ 220 四つ以上合体で誕生」, 愛媛新聞（2012 年 5 月）
3)　「宇宙の見えざる影の支配者 ダークマター」, Newton 2012 年 9 月号
4)　NHK E テレ「サイエンス ZERO」出演 , 2012 年 9 月 30 日放送
5)　「ダークマターとダークエネルギー 宇宙の 96% を占める未確認の質量とエネルギー」分

担監修 ( ニュートンムック Newton 別冊 ), ニュートンプレス（2013 年 3 月）

松林　和也
1)　「すばる望遠鏡の性能強化 愛媛大など装置を製作」, 愛媛新聞（2012 年 5 月）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1)　「宇宙解明へ愛媛大一役」, 愛媛新聞（2012 年 6 月）

寺島　雄一
1)　南海放送ラジオ「研究室からこんにちは」出演 , 2012 年 6 月 9 日・16 日放送

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

近藤　光志
1)　南海放送ラジオ「研究室からこんにちは」出演 , 2012 年 12 月 29 日・2013 年 1 月 5 日放送
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　10．運営委員会

委員長　　　 谷口　義明 宇宙進化研究センター教授
委員  鵜飼　正行 宇宙進化研究センター教授
委員  清水　徹 宇宙進化研究センター准教授
委員  近藤　光志 宇宙進化研究センター助教
委員  粟木　久光 理工学研究科教授（兼任）
委員  寺島　雄一 理工学研究科准教授（兼任）
委員  鍛冶澤　賢 理工学研究科助教（兼任）
委員  渡邊　博善 研究支援部長
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　11．センター規則および運営委員会規定

愛媛大学宇宙進化研究センター規則

平成１９年１０月１０日
規則第１５０ 号

（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人愛媛大学基本規則第３０条第２項の規定に基づき，愛媛大

学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し，必要な
事項を定めるものとする。

（目的）
第２条　センターは，学内共同施設として，理学及び工学の融合並びに国内外の関連研究機関

との連携を図り，宇宙全体の進化に関する研究及び教育を行うことにより，新たな学問
領域の創成と当該学術分野の発展に貢献することを目的とする。

（研究部門）
第３条　前条の目的を達成するため，センターに次の各号に掲げる研究部門を置く。
　（1） 宇宙大規模構造進化研究部門
　（2） ブラックホール進化研究部門
　（3） 宇宙プラズマ環境研究部門

（組織）
第４条　センターに，次の各号に掲げる職員を置く。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） その他必要な職員（以下「センター職員」という。）

（管理機関）
第５条　センターの管理運営に関する重要な事項は，愛媛大学先端研究推進支援機構管理委員

会（以下「管理委員会」という。）において審議する。
（運営委員会）
第６条　センターの運営に関する事項を審議するため，センター運営委員会（以下「運営委員

会」という。）を置く。
　　２　 運営委員会に関する規程は，別に定める。

（センター長）
第７条　センター長候補者は，愛媛大学（以下「本学」という。）の専任教授のうちから管理

委員会が推薦し，学長が選考する。
　　２　 センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された

センター長の任期は，前任者の残任期間とする。
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（専任教員）
第８条　専任教員は，管理委員会が推薦し，学長が選考する。

（兼任教員）
第９条　兼任教員は，本学の専任教員のうちから，当該教員の所属する学部等の長と協議の上，

センター長が学長に推薦し，学長が任命する。
　　２　 兼任教員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された兼

任教員の任期は，前任者の残任期間とする。
（職務）
第 10 条　センター長は，センターの業務を掌理する。
　　２　 専任教員は，センター長の職務を助け，センターの業務を遂行する。
　　３　 兼任教員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事する。
　　４　 センター職員は，センターの業務に従事する。

（客員教授等）
第 11 条　センターに，客員教授又は客員准教授（以下「客員教授等」という。）を置くこと

ができる。
　　２　 客員教授等の選考は，愛媛大学客員教授等選考基準の定めるところによる。

（研究員）
第 12 条　センターに，研究員を置くことができる。
　　２　 研究員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事するものとする。
　　３　 研究員は，本学の専任教員のうちから運営委員会の推薦により，学長が任命する。
　　４　 研究員の任期は２年以内とし，再任を妨げない。

（客員研究員）
第 13 条　センターに，客員研究員を置くことができる。
　　２　 客員研究員の選考は，愛媛大学客員研究員規程の定めるところによる。

（研究協力者）
第 14 条　センターに研究協力者を置くことができる。
　　２　 研究協力者は，センター長があらかじめ定めた期間，センターの研究活動を補助する。
　　３　 研究協力者は，センターの研究に係る知識，経験を有する者のうちから，センター

長が委嘱する。
（事務）
第 15 条　センターに関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第 16 条　この規則に定めるものほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。
附則
　１　 この規則は，平成１９年１１月１日から施行する。
　２　 この規則施行後，最初に任命されるセンター長及び兼任教員の任期は，第７条第２項

及び第９条第２項の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日までとする。
附則
　この規則は，平成２０年４月１日から施行する。
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愛媛大学宇宙進化研究センター運営委員会規程

平成１９年１０月１０日
規則第１５１ 号

（趣旨）
第１条　この規程は，愛媛大学宇宙進化研究センター規則第６条第 2 項の規定に基づき，愛

媛大学宇宙進化研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及び運
営に関し，必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）
第２条　運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
　（1） 愛媛大学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の運営に関する基本事項

に関すること。
　（2） センターの予算及び決算に関すること。
　（3） その他センターの運営に関すること。

（組織）
第３条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） 研究支援部長
　（5） その他委員長が必要と認めた者
　　２　 前項第５号の委員は，運営委員会の議を経て委員長が推薦し，学長が任命する。

（委員長）
第４条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
　　２　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
　　３　委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）
第５条　運営委員会は，委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を

開くことができない。
　　２　 議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。
（委員以外の者の出席）
第６条　委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，説明又は意見を聴

くことができる。
（専門委員会）
第７条　運営委員会は，専門的事項を調査検討するため，専門委員会を置くことができる。
　　２　専門委員会に関する事項は，運営委員会が定める。

（事務）
第８条　運営委員会に関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第９条　この規程に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が

定める。
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附則
　この規程は，平成１９年１１月１日から施行する。
附則
　この規程は，平成２０年４月１日から施行する。
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2012 年 5 月 21 日付　朝日新聞
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2012 年 5 月 25 日付　読売新聞
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2012 年 5 月 28 日付　愛媛新聞
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「新・天文学事典」（講談社）
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